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２
０
１
７
年
に
列
福
さ
れ

て
今
年
で
５
回
目
を
迎
え

る
、
福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近

殉
教
者
記
念
ミ
サ
が
、
２
月

５
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
金
沢
教

会
聖
堂
で
行
わ
れ
た
。
当
日

は
大
雪
に
も
関
わ
ら
ず
、
司

祭
、
修
道
者
、
信
徒
ら
約
30

人
が
、
神
の
愛
を
力
強
く
あ

か
し
し
た
殉
教
者
高
山
右
近

が
、
私
た
ち
の
心
か
ら
の
願

い
で
あ
る
、
聖
人
の
列
に
加

え
ら
れ
る
よ
う
に
と
祈
っ

た
。

こ
の
企
画
は
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
の
行
事
で
当
初
、
松
浦
悟

郎
司
教
が
ミ
サ
の
司
式
を
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
と
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
拡
大
の
た
め
、
県
を
ま

た
い
で
の
参
加
は
難
し
く
、

ミ
サ
の
奉
仕
は
金
沢
教
会
で

行
っ
た
。
当
日
唱
え
た
列
聖

を
求
め
る
祈
り
な
ど
を
、
翌

日
の
主
日
の
ミ
サ
に
お
い
て

各
小
教
区
で
行
う
こ
と
と
し

た
。

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

ひ
る
ま
ず
答
え
た
。
最
後
に

長
崎
か
ら
マ
ニ
ラ
に
追
放
さ

れ
た
と
き
、
ス
ペ
イ
ン
の
総

督
か
ら
祝
砲
を
も
っ
て
最
高

の
歓
迎
を
受
け
、
身
分
に

相
応
す
る
土
地
家
屋
と
俸
禄

を
提
供
す
る
申
し
出
が
あ
っ

た
が
、
右
近
は
即
座
に
こ
れ

を
断
り
、
追
放
の
身
分
の
ま

ま
に
し
て
お
い
て
ほ
し
い
と

願
っ
た
。
右
近
は
長
い
殉
教

の
道
を
歩
み
、
自
分
の
命
を

懸
け
て
信
仰
を
生
き
抜
い
た

信
仰
者
の
模
範
で
あ
る
。
日

本
人
と
し
て
今
日
の
日
を
お

祝
い
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に

思
い
、
私
た
ち
も
右
近
の
信

仰
の
姿
に
な
ら
っ
て
い
こ
う

で
は
な
い
か
。」

右近について話す九里神父

ミ
サ
後
、
聖
堂
前
の
頭
に

雪
を
か
ぶ
っ
た
高
山
右
近
像

は
、
た
だ
左
腕
を
あ
げ
、
天

を
指
差
し
、
雪
降
る
中
を
足

早
に
帰
っ
て
ゆ
く
信
徒
の
す

が
た
を
静
か
に
見
守
っ
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

な
お
、
当
日
の
ミ
サ
は
、

Y
ouT

ube

よ
りLIV

E

に

て
配
信
さ
れ
た
。
ア
ド
レ
ス

は
次
の
通
り
。

http://w
w
w
.church-

k
an

azaw
a.sak

u
ra.

ne.jp/

ミ
サ
は
片
岡
義
博
神
父
が

司
式
を
し
、
九く

の
り里

彰あ
き
ら

神
父

が
説
教
を
行
っ
た
。

故
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
神
父
作

曲
の
高
山
右
近
讃
歌
「
光
は

今
も
」
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
が

行
わ
れ
る
中
、
司
祭
団
が
入

堂
し
、
片
岡
神
父
は
香
で
祭

壇
を
清
め
た
後
、
聖
堂
に
安

置
さ
れ
た
右
近
の
聖
遺
物
に

献
香
し
た
。

九
里
神
父
は
、
説
教
で
今

日
読
ま
れ
た
福
音
か
ら
「
一

粒
の
麦
は
、
地
に
落
ち
て
死

な
な
け
れ
ば
、
一
粒
の
ま
ま

で
あ
る
。
だ
が
、
死
ね
ば
、

多
く
の
実
を
結
ぶ
」（
ヨ
ハ

ネ
14

－

24
）
を
取
り
上
げ
、

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
麦
の
種
は
身
を
守
る
た

め
に
回
り
を
固
い
殻
が
覆
っ

て
い
る
が
、
こ
の
殻
を
破
ら

な
け
れ
ば
成
長
し
な
い
し
実

も
結
ば
な
い
。
右
近
も
こ
の

一
粒
の
種
で
あ
り
、
見
事
に

地
に
落
ち
て
死
ん
だ
。
そ
れ

は
一
回
だ
け
で
な
く
生
涯
に

渡
り
続
い
た
。
彼
は
10
歳
の

時
に
家
族
と
と
も
に
洗
礼
を

受
け
た
が
、
ま
だ
ま
だ
信
仰

は
熟
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
後

の
幾
度
か
の
試
練
を
通
し
て

本
物
の
信
仰
へ
と
成
長
し
て

い
っ
た
。
信
仰
と
武
士
の
立

場
と
の
板
挟
み
等
、
試
練
に

会
う
度
に
彼
は
真
剣
に
必
死

に
祈
っ
て
窮
地
か
ら
逃
れ

た
。
が
、
同
時
に
こ
の
祈
り

が
右
近
を
成
長
さ
せ
、
本

物
の
信
仰
へ
と
変
え
ら
れ
て

い
っ
た
。

彼
の
霊
的
指
導
者
で
あ

る
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ

神
父
の
「
よ
り
上
の

も
の
に
仕
え
る
よ
う

に
」
の
教
え
を
実
行

し
、
太
閤
秀
吉
に

「
私
は
キ
リ
ス
ト
を

捨
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
私
を
好
き
な

２
０
２
２
年
福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近

殉
教
者
・
記
念
ミ
サ

“�

右
近
も
一
粒
の
種
で
あ
り
見
事
に
地
に�

落
ち
て
死
ん
だ
。
試
練
を
乗
り
越
え�

本
物
の
信
仰
へ
と
成
長
”

神言修道会終生誓願式及び助祭叙階式のお知らせ
　このたび神言神学院から5人の神学生が終生誓願の恵みを受ける運びと
なりました。また、2人の神学生が名古屋教区長ミカエル松浦悟郎司教司
式のもと、助祭叙階のお恵みを頂くことになりました。
　限りない神の恵みに感謝するとともに、皆様の日ごろからのお祈りと
ご支援に感謝します。
　尚、助祭叙階式及び終生誓願式は新型コロナウイルスの影響で、一
般参加をお断りするかたちになりますが、『SVDJapanTV』チャンネル

（youtube）でライブ配信します。
終生誓願式
　　日　時　3月9日（水）16：00より
　　場　所　神言神学院大聖堂
　終生誓願宣立者
　　アンデレ・トルウン・ゴー・ホム
　　ウィルフリード・リンガアマ・クロメン
　　ファビアヌス・ジョン・モネ・セラン
　　傍島義雄
　　ジョセフ・シジョ・コッラピッルル
助祭叙階式
　　日　時　3月12日（土）16：00より
　　場　所　神言神学院大聖堂
　助祭叙階者
　　アンデレ・トルウン・ゴー・ホム
　　傍島義雄
問合せ　〒466-0823 名古屋市昭和区八雲町70-9
　　　　神言神学院
　　　　☎052-832-2082　FAX 052-835-3127
　　　　終生誓願式・助祭叙階式総務
　　　　グエン・バン・ニヤット
　　　　Email　nhat9210@gmail.com
チャンネルのリンク　https://tinyurl.com/49effka8（SVD Japan TV）

2022年聖香油ミサ
　名古屋教区の司祭団が司教と一致して捧げるミサ。ミサの中で、司祭の約束の更新と秘跡の執行に用い
る聖香油の聖別、病者の油、洗礼志願者の油の祝福が行われる。
　また、名古屋教区で宣教活動の先頭に立って現在働いておられ、また働いてこられた司祭、修道者奉献
生活者の方々をお祝いする。
　当日教会に来ることができない方も心を合わせて、金・銀祝のお祝いに当たる方々のために、お祈りく
ださい。

《聖香油ミサ》
日　時　4月13日（水）10：30～12：00　　
場　所　名古屋教区司教座聖堂布池教会
内　容　聖香油ミサ
　　　　ミサの中で金銀祝の祝いが行われます。
連　絡　・駐車場はありません。公共交通機関をご利用のこと。
　　　　・時節柄、参加される方はマスク着用。
　　　　・体調のすぐれない時は出席を控える。
主　催　カトリック名古屋教区宣教司牧評議会事務局　☎052-936-8366　Fax 052-935-2254

《金銀祝を受けられる方々の名簿》　（敬称略）
（司祭叙階　金祝）
　ダンフィー・ウォルター神父（神言修道会）

（司祭叙階　銀祝）
　�フェレイラ・デ・メロ ディヴィノ アンセルモ神父�
（神言修道会）

　九
く の り

里　彰
あきら

神父（カルメル修道会）

（修道者・奉献生活者誓願　金祝）

　Sr. 永
なが

井
い

和
かず

子
こ

（聖霊奉侍布教修道女会）　　
　小

お

椋
ぐら

ユキ子（聖マリア在俗会）

（修道者・奉献生活者誓願　銀祝）

　Sr. 石
いし

野
の

清
きよ

子
こ

（ドミニコ会聖ヨゼフ修道院）
　Sr. 吉

よし

岡
おか

悦
えつ

子
こ

（ドミニコ会聖ヨゼフ修道院）

四旬節におすすめ図書案内
　3月2日の「灰の水曜日」から、四旬節が始まります。
今年はおうちで静かに黙想してみては如何でしょうか。四
旬節におすすめの図書案内をご紹介します。 問合せ　聖パウロ書院　☎052-936-4443

終生誓願宣立者 助祭叙階者

「主とともに」 「�聖週間を生きる」「�永井隆の�
十字架の道行」

「�救いと希望の道」「�目からウロコ�
十字架の道行」


